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 前回の受賞は、上位20％の優秀な学生にフォーカ
スしたハイレベルな授業が評価されたものだった。
受賞後、例年50人程度で推移していた履修者数が
100人規模に急増。以前のような純粋に高度な数学
をやりたいという学生ばかりではなくなったこと
で、従来のやり方が通用しなくなり、かなり戸惑っ
たという。 
 
 それまでは前提条件だった基礎的な知識を復習
する必要も出てきたが、「優秀な学生の満足度に応
える」というコンセプトは死守したい。そこで、必
要に応じてキャッチアップのための補講を行う、演
習問題集を作るなどのアフターフォローを心がけ
た。  
 
 しかし、全員に高度な内容を理解させことには限
界も感じた。 
 「宿題をやらせても補講をしてもダメなら、教員
である私には何ができるのか。悩んだ結果、とにか
くこの学問を好きになってもらえるようにしよう
と思いました。分からないなりにも、なんだかおも
しろそうだなと思ってもらいたいと」。 
 

 そこで意識したのは、数式の意味を現実に結びつ
けて解説することだった。たとえば、ドキュメンタ
リーの映像で発展途上国が苦しんでいる様子を見
せる。その成長を阻んでいるものは何なのか。それ
を描写しているのが、まさにこの数式なのだと説明
する。 
 「今は分からないかもしれないけれど、この数式
が分かるようになれば、苦しんでいる人たちに答え
が出せるようになるんだよと伝えました」。 
 
 そんなロードマップを示すようにしたところ、学
生たちの反応は大きく違ってきた。「今はよく分か
らないけど勉強を続けてみますと言ってくれる学
生もいて、分からない学生にはこういうアプローチ
が有効なのだと手応えを感じました」。 
 
 これは優秀な学生のモチベーション向上という
副産物もあった。 
 「彼らは美しい数式に溺れたいというようなマニ
アックなところがあります。これまでの私の講義に
は、そういう浮き世離れしがちな学生たちと『数
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学っていいよな』と内輪だけで通じ合うようなとこ
ろがありました。それが、この美しい数学を使えば、
現実的にこんなすごいこともできるという方向に
も目を向けさせられるようになったのは、うれしい
収穫でした。現実とリンクさせるというのは大事だ
なと改めて実感しましたね」。 
 

 授業中は極力学生に発言をさせたいと考えてい
るが、分からないことを恥ずかしがって質問はなか
なか出てこない。そこで工夫してみて有効だったの
が、優秀な学生にあえて質問をさせるという手法だ。
「ここで躓くとしたらどういう点だと思う？」と優
秀な学生に問いかけると、「多分ここが分からない
のではないか」などと発言する。「すると、後ろの
席に座っている学生たちも頷いているのが見えて、
教室全体の雰囲気がガラっと変わります」。 
 
 一方で、30分ぐらい続けて講義を聞かせ続けるこ
ともある。 
 「非常にコアな定理の説明などは、『これからこ
ういうステップを踏んで30分かけて証明をするか
ら着いてこい』とまず宣言します。同じ30分でも、
いつ終わるのか、今どの辺なのかが分かるだけで、
聞く方の負担はずいぶん違うようです」。 
 
 あえてこういう時間も盛り込んでいるのは、大学
院に進むような学生にはそれだけの力を付けてほ
しいと願うからだ。 
 「将来学者になれば、息を詰めて何十分も集中す
るような作業が要求されます。そこを耐え抜く力は
絶対に必要だと思うのです」。 
 

 こうした工夫の結果、学生アンケートでは「経済
数学をおもしろく、分かりやすく示してくれる」「ミ
クロ経済学を好きになるきかっけになった」「意欲

ある学生のモチベーションを保つ工夫がされてい
た」などと、幅広い層の学生から高い評価を受ける
に至った。ターゲットを絞った授業と比べると負担
は大きかったと振り返りながらも、「お金をもらっ
ている以上、やるのがプロですから」と意に介して
いない。 
 「経済学の講義で『需要者が製品の質に疑念を抱
くと健全な市場が失われてしまう』と教えている以
上、自分が実践しないわけにはいきませんよね」。 
 
 その信念のもと、きめ細かな工夫を重ね続けるモ
チベーションの根底には、優秀な人材を社会へ送り
出したいという使命感もある。 
 「経済学の基礎を持っている学生を毎年コンスタ
ントに送り出し、その結果彼らが合理的な政策決定
や世論形成に役立ってくれれば、社会への影響はと
ても大きいはず。その部分にはとても大きなやりが
いを感じています」。 
 
 ただし、今は多少手取足取りしすぎとも感じてい
る。 
 「全部を先回りして教えてしまうと、その場は分
かっても後に残りません。材料とモチベーションだ
けを与えて、後は学生が自分で考える環境をどう作
るかが今後の課題ですね」。 
 
 教務主任を務めたこともあり、最近は教育に比重
を置かざるを得なかったというが、2018年度は1年
間海外で研究に専念することになっている。 
 「少し授業を一生懸命やりすぎたので、1年間冷却
してまた新しいネタを仕込んできたいと思います」。 
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